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会
長
・祭
礼
委
員
長

 
 

中
島

幸
夫

中
町
会
会
員
の
皆
様
、
先
日

の
根
津
神
社
祭
礼
の
折
は
物
心

両
面
に
わ
た
り
格
段
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
幸
い
、

一
八
、
一
九
日
の
両
日
と
も
好

天
に
恵
ま
れ
大
過
な
く
無
事
成

功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
皆
様

の
お
力
添
え
の
お
陰
と
、
関
係

者
一
同
を
代
表
し
て
心
か
ら
厚

く
あ
つ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

祭
礼
の
経
過
・
状
況
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
各
担
当
部
の
ご
報

告
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
二
、

三
所
感
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂

き
ご
報
告
と
お
礼
と
い
た
し
ま

す
。 ま

ず
、
今
回
は
日
頃
お
目
に

か
か
れ
ず
に
い
た
青
年
層
・
若

い
方
々
、
と
く
に
元
気
な
女
性

の
方
々
に
、
多
数
ご
参
加
頂
く

こ
と
が
で
き
、
大
変
心
強
く
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
若

い
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
所
を

を
受
継
い
で
貰
え
る
よ
う
に
し

て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
今
回
は
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
り
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
和
」
の
空
気
を
醸
し
出
し
て

頂
け
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
雰

囲
気
を
も
と
に
し
て
よ
り
多
く

の
方
々
、
と
り
わ
け
お
勤
め
を

リ
タ
イ
ア
さ
れ
て
折
角
の
時
間

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
活
か

し
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る

方
々
等
に
声
か
け
を
さ
せ
て
頂

き
、
気
軽
に
町
会
活
動
に
ご
参

加
願
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

童
館
・
育
成
室
、第
一
幼
稚
園
、

向
丘
保
育
園
等
々
関
係
方
面
の

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
得

ま
し
た
。
一
方
、
東
京
都
水
道

局
、
本
郷
税
務
署
に
引
き
続
き

会
場
面
の
ご
便
宜
を
得
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
大
変
ご
好
意
を
も
っ

て
対
応
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
関
係
を
今
後
と
も
大
切

に
し
て
交
流
を
深
め
、
連
繋
を

保
っ
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。 

 

期
間
中
、
た
だ
一
人
の
怪
我

人
も
事
故
も
な
く
無
事
に
祭
礼

を
挙
行
で
き
ま
し
た
。そ
の
間
、

四
町
会
連
合
渡
行
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
根
津
神
社
神
幸
巡
行
、

宮
入
と
、
予
定
行
事
を
順
調
に

遂
行
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
実
行
委
員

各
位
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご

尽
力
の
お
陰
と
存
じ
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

奉
納
金
、
前
回
上
回
り 

一
二

 
 

祭
礼
会
計
担
当 

九
万
円
余
に 

  
 
 

立
島
、 

久
野 

 

こ
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
折
、

前
回
祭
礼
時
の
奉
納
金
額
を
ク

リ
ア
ー
し
、
一
二
九
一
、
〇
〇

〇
円
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
の
地
域
を
想
う
お
心
の
表

れ
と
嬉
し
く
、
疲
れ
も
癒
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

今
後
と
も
町
会
活
動
に
ご
協

力
下
さ
る
こ
と
を
切
に
お
願
い

致
し
ま
す
。
本
当
に
ご
協
力
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

な
ど
成
功
裡
に
挙
行 

 
  

実
行
委
員
長 

大
口
信
治 
 

向丘一丁目中町会ニュース  平成1６年９月２７日発行   総務部会 
成
功
裡
に
挙
行
「
和
」
を
強
め
、
広
げ
る 

支
援
、
ご
協
力
に
感

し
ま
す 

祭
礼
へ
の
ご

謝

つ
く
る
な
ど
し
て
、
一
層
、
町

会
活
動
に
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
行
事

い
と
存
じ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
回
は
第
六
中
学

校
、
誠
之
小
学
校
、
白
山
東
児

 

四
町
連
合
渡
行
、
宮
入 



中
町
会
ま
つ
り 

九
月
一
中

町
会
ま
つ
り
（
写

 
 

祭礼に参画しての意見と感想 
根津神社遷座３００年を再来年に迎えた今年の各町会の祭礼

は、飾り付けの準備の日より天候に恵まれ、予定通りに進めるこ

とが出来、祭礼実行委員の人たちにとって一番良かったことと想

います。トトントントン・・・・小気味の良い太鼓の後から、セ

イヤセイヤのお神輿を担ぐ威勢のいい掛け声が街中に響き渡り、

四基の町会連合のお神輿が徐々に近づいてくる。中町会の立派な

お神輿が来た。体の中から何か浮き立つものを感じ、気がついた

ら手拍子を打っていた。宮入りしたお神輿は町会の人たちに担が

れ、神楽殿前に差し掛かると神社の歓迎のお囃子を受け本殿に進

みお払いを受ける。左右の出店に挟まった参道を通り抜けると北

門に出て一休み。今年も無事に宮入が出来た。お神輿は町内のお

神酒所に向かう。町内の人たちの出迎えを受け一段とテンション

が揚がる。お神酒所にいた人たちもお神輿に加わり中々お神輿が

降りない。「二年しないと担げないよ‼」誰かが言っている。大変

な盛り上がりの中やっとお神輿は降りた。 
 荒川新開太鼓が最後のパフォーマンスを始める。可愛い小学生

の坊やが懸命に太鼓を打つ。やがておなかに響く音でリズムを刻

む。大小の太鼓を上手く組み合わせて手打つ音は子どもたちの演

奏とは思えない出来栄えである。アンコールもありすばらしい演

奏に大拍手である。 
 ２年毎の祭礼は初めての人との出会いであり、懐かしい人との

再会である。お互いの歳を確認する意味でも楽しい行事である。

何回も祭礼を経験し準備もした筈なのにいざ始めてみるとあれ

が無い、これは多いと、毎回繰り返してしまうのは歳のせいか、

記録の不備か。誰もが解るような記録を残しておく必要がある。

また、次の世代に上手く渡していかなければなるまい。 
 １８日の夕方お神酒所に小学生の坊やが「楽しかったです。あ

りがとう」言って帰っていった。１９日は大人神輿が降りた後、

「お疲れ様」の返事が「いやいや一日楽しませて貰いました」嬉

しい言葉である。この祭礼で思ったことは、自分自身が祭りを楽

しむことで、周りの人を楽しませることが出来るのだということ

が分かったような気がする。      
北村 治夫 (会計監査役) 

真
）

九
月
一
八
日(

土) 
 

於
・
水

道
局
駐
車
場
。
例
年
、
夏
休
み

に
実
施
し
て
き
た「
金
魚
つ
り
」

大
会
を
、
今
年
は
祭
礼
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
祭
礼
第
一
日
目

に
結
び
つ
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
こ
れ
ま
で
と
趣
向
を

変
え
、
焼
き
そ
ば
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
、飲
み
物
類
の
屋
台
を
出
し
、

児
童
に
は
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
し

ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
第
六

中
学
校
、
誠
之
小
学
校
、
児
童

館
・
育
成
室
、
第
一
幼
稚
園
、

向
丘
保
育
園
等
に
伺
い
、
チ
ラ

シ
を
も
と
に
広
く
宣
伝
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
の
効
果
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
父
母
併

せ
て
二
〇
〇
名
を
超
え
る
予
想

を
上
回
る
参
加
が
見
ら
れ
ま
し

た
。 

行 

事 

報 

告 

そ
の
た
め
、
用
意
し
た
食
べ

物
類
が
品
切
れ
に
な
り
、
楽
し

ん
で
貰
え
な
か
っ
た
児
童
も
出

て
し
ま
い
ま
し
た
。
誠
に
申
し

訳
な
く
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 
 

 
 

 

敬
老
の
日
の
お
祝
い
品
贈
呈 

九
月
二
〇
日(

月) 

例
年
の
通

り
今
年
古
希
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
次
の
方
々
に
敬
意
を
表
さ

せ
て
頂

た
。 

い

福
島 

キ
ネ
コ
様(

一
斑)

、

久
野 

錠
治
様(

)

、

三
班

 

加
藤 

よ
し

(

四
班) 

え
様

吉
川 

芳
子
様(

) 

五
班

杉
原 

美
和
子
様(

六
班) 

土
居 

育
子
様(

一
二
班) 

ま
た
、
今
年
七
一
歳
以
上
に

な
ら
れ
た
方
々
は
一
斑
か
ら
一

三
班
ま
で
計
八
〇
名
に
及
び
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
も
恒

例
に
よ
り
記
念
品
を
お
贈
り
し

お
祝
い
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し

 

た
。

    

十
月
二
四
日(

日) 

向
丘
連

合
ま
つ
り 

於
・
誠
之
小
学
校
。

中
町
会
は
、
今
年
も
「
こ
ま
ま

わ
し
」を
担
当
し
ま
す
。ま
た
、

恒
例
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ャ
ン

バ
ラ
」
に
一
チ
ー
ム(

六
人)

が

出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
追
っ
て
回
覧
、
チ

ラ
シ
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

十
月
中 

「
東
大
ポ
イ
ン
ト

ラ
リ
ー
・
ク
イ
ズ
で
探
検
」
お

よ
び
「
理
科
実
験
教
室
」
於
・

駒
本
小
学
校
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
決
定
次
第
改
め
て
ご
連
絡

し
ま
す
。 

十
一
月
十
三
日(

土) 

「
町
内

落
語
会
」 

午
後
六
時
半
〜
八

時 

於
・
寿
会
館 

ど
う
ぞ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 
      

八
月
五
日 

本
富
士
防
犯
協

会
年
会
費 

五
千
円 

九
月
六
日 

文
京
区
社
会
福

祉
協
議
会
年
会
費
四
千
円 

  

高
橋 

和
子
様 

一
ノ
一
六
ノ
一
三 

 

小
早
瀬 

 

艶
子
様 

 
 

一
―
四
―
四 

七
月
三
一
日 

六
九
歳 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 

 
 

原 

稿 

募 

集 

 
 
 

 

こ
の
『
飛
脚
便
』
を 

「
待

た
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
」「
よ
り
面
白

い
ニ
ュ
ー
ス
」
に
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
皆
様
か
ら
の
原
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

・
こ
ん
な
趣
味
を
も

る 

っ
て

・
こ
ん
な
情
報
が
あ
る 

・
町
会
は
こ
ん
な
こ
と
も
し 

て
欲
し
い 

・
町
会
に
つ
い
て
気
に
な
っ 

て
い
る
こ
と
等
々
、
な
ん
で

も
大
歓
迎
で
す
。
お
忙
し
い
な

か
と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、
ひ

と
時
、筆
を
執
っ
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
は
先
の

り
で
す
。 

通

① 
 

奥
村 

健
二
郎

 3811

‐4932 

℡
② 

一
夫 

 

諸
会
費
・
町
会
負
担
金 

 

支
出
状
況 

 

当
面
の
行
事
予
定 

橋
本 

℡ 
3811

―8697 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

訃 
 
 
 

報 

水野
長方形

水野
長方形

水野
長方形

水野
長方形


